
別紙(3)-1　受信空中線特性

１　単一周波数帯用空中線の場合の受信空中線指向特性

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
絶対利得の最大値（dBi）


　　0゜≦θ＜  6゜
43.3－0.3θ２

Ａバンド
　　6゜≦θ＜ 48゜
56.2－30.5logθ

（3.456～3.600GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
5


　 90゜≦θ＜120゜
50.0－0.5θ


  120゜≦θ
－10


　　0゜≦θ＜ 4.5゜
48.0－0.86θ２

Ｂバンド
  4.5゜≦θ＜ 48゜
48.0－26.8logθ

（5.850～5.925GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
3


　 90゜≦θ＜120゜
48.0－0.5θ


  120゜≦θ
－12


　　0゜≦θ＜  4゜
49.0－1.34θ２

Ｃバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
42.9－25.5logθ

（6.425～6.570GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
0


　 90゜≦θ＜110゜
67.5－0.75θ


  110゜≦θ
－15


　　0゜≦θ＜  4゜
49.5－1.37θ２

Ｄバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
42.9－25.5logθ

（6.870～7.125GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
0


　 90゜≦θ＜110゜
67.5－0.75θ


  110゜≦θ
－15


　　0゜≦θ＜  4゜
52.6－1.41θ２

Ｅバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
46.1－26.8logθ

（10.25～10.45GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
1


　 90゜≦θ＜110゜
59.5－0.65θ


  110゜≦θ
－12


　　0゜≦θ＜  4゜
53.0－1.43θ２

Ｆバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
46.1－26.8logθ

（10.55～10.68GHz）
 　48゜≦θ＜ 90゜
1


 　90゜≦θ＜110゜
59.5－0.65θ


  110゜≦θ
－12


　　0゜≦θ＜  3゜
54.7－2.74θ２

Ｇバンド
　　3゜≦θ＜ 48゜
41.3－24logθ

（12.95～13.25GHz）
　 48゜≦θ＜ 90゜
1


　 90゜≦θ＜110゜
59.5－0.65θ


  110゜≦θ　
－12

　

２　隣接周波数帯共用空中線の場合の受信空中線指向特性

　（Ｃ／Ｄバンド共用、Ｅ／Ｆバンド共用に限る。）

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
絶対利得の最大値（dBi）


　　0゜≦θ＜  4゜
49.5－1.18θ２

Ｃバンド／Ｄバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
45.8－25.4logθ

（6.425～6.570GHz/
　 48゜≦θ＜ 90゜
3

  6.870～7.125GHz）
　 90゜≦θ＜110゜
70.5－0.75θ


  110゜≦θ
－12


　　0゜≦θ＜  4゜
53.0－1.31θ２

Ｅバンド／Ｆバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
48.1－26.8logθ

（10.25～10.45GHz/
 　48゜≦θ＜ 90゜
3

  10.55～10.68GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
61.5－0.65θ


  110゜≦θ
－10

３　異なる周波数帯を共用する空中線の場合の受信空中線指向特性

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
絶対利得の最大値（dBi）


　　0゜≦θ＜  6゜
43.3－0.3θ２

Ａバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 80゜
50.9－23.6logθ

（3.456～3.600GHz）
　 80゜≦θ＜ 90゜
6


　 90゜≦θ＜120゜
44.7－0.43θ


  120゜≦θ
－7


　　0゜≦θ＜  6゜
48.0－0.486θ２

Ｂバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 80゜
47.5－21.8logθ

（5.850～5.925GHz）
 　80゜≦θ＜ 90゜
6


 　90゜≦θ＜120゜
44.7－0.43θ


  120゜≦θ
－7


　　0゜≦θ＜  6゜
49.0－0.514θ２

Ｃバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
49.1－23.9logθ

（6.425～6.570GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
5


 　90゜≦θ＜110゜
63.5－0.65θ


  110゜≦θ
－8


　　0゜≦θ＜  6゜
49.5－0.528θ２

Ｄバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
49.1－23.9logθ

（6.870～7.125GHz）
　 70゜≦θ＜ 90゜
5


 　90゜≦θ＜110゜
63.5－0.65θ


  110゜≦θ
－8


　　0゜≦θ＜  6゜
52.6－0.614θ２

Ｅバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
47.6－22logθ

（10.25～10.45GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
7


 　90゜≦θ＜110゜
61.0－0.6θ


  110゜≦θ
－5


　　0゜≦θ＜  6゜
53.0－0.625θ２

Ｆバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
47.6－22logθ

（10.55～10.68GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
7


 　90゜≦θ＜110゜
61.0－0.6θ


  110゜≦θ
－5


　　0゜≦θ＜  6゜
54.7－0.547θ２

Ｇバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
53.2－23.4logθ

（12.95～13.25GHz）
　 70゜≦θ＜ 90゜
10


 　90゜≦θ＜110゜
64.0－0.6θ


  110゜≦θ　
－2

　

別紙(3)-2　正対方向以外への等価等方輻射電力の制限

１　単一周波数帯用空中線の場合の正対方向以外への等価等方輻射電力の制限

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
輻射電力の制限値（dBm）


　　6゜≦θ＜ 48゜
88.2－30.5logθ

Ａバンド
　 48゜≦θ＜ 90゜
37.2

（3.456～3.600GHz）
 　90゜≦θ＜120゜
82.2－0.5θ


  120゜≦θ
22.2


  4.5゜≦θ＜ 48゜
80.2－26.75logθ

Ｂバンド
 　48゜≦θ＜ 90゜
35.2

（5.850～5.925GHz）
　 90゜≦θ＜120゜
80.2－0.5θ


  120゜≦θ
20.2


　　4゜≦θ＜ 48゜
75.1－25.5logθ

Ｃバンド
 　48゜≦θ＜ 90゜
32.2

（6.425～6.570GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
99.7－0.75θ


  110゜≦θ
17.2


　　4゜≦θ＜ 48゜
75.1－25.5logθ

Ｄバンド
　 48゜≦θ＜ 90゜
32.2

（6.870～7.125GHz）
　 90゜≦θ＜110゜
99.7－0.75θ


  110゜≦θ
17.2


　　4゜≦θ＜ 48゜
76.3－26.8logθ

Ｅバンド
　 48゜≦θ＜ 90゜
31.2

（10.25～10.45GHz）
　 90゜≦θ＜110゜
89.7－0.65θ


  110゜≦θ
18.2


　　4゜≦θ＜ 48゜
76.3－26.8logθ

Ｆバンド（１）
 　48゜≦θ＜ 90゜
31.2

（10.55～10.60GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
89.7－0.65θ


  110゜≦θ
18.2


　　4゜≦θ＜ 48゜
67.3－26.8logθ

Ｆバンド（２）
　 48゜≦θ＜ 90゜
22.2

（10.60～10.68GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
80.7－0.65θ


  110゜≦θ
9.2


　　3゜≦θ＜ 48゜
７1.5－24.0logθ

Ｇバンド
 　48゜≦θ＜ 90゜
31.2

（12.95～13.25GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
89.7－0.65θ


  110゜≦θ　
18.2

　

２　隣接周波数帯共用空中線の場合の正対方向以外への等価等方輻射電力の制限

　（Ｃ／Ｄバンド共用、Ｅ／Ｆバンド共用に限る。）

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
輻射電力の制限値（dBm）

Ｃバンド／Ｄバンド
　　4゜≦θ＜ 48゜
78.0－25.4logθ

（6.425～6.570GHz/
　 48゜≦θ＜ 90゜
35.2

  6.870～7.125GHz）
 　90゜≦θ＜110゜
102.7－0.75θ


  110゜≦θ
20.2

Ｅバンド／Ｆバンド(1)
　　4゜≦θ＜ 48゜
78.3－26.8logθ

（10.25～10.45GHz/
 　48゜≦θ＜ 90゜
33.2

  10.55～10.60GHz)
 　90゜≦θ＜110゜
91.7－0.65θ


  110゜≦θ
20.2

Ｅバンド／Ｆバンド(2)
　　4゜≦θ＜ 48゜
69.3－26.8logθ

（10.25～10.45GHz/
 　48゜≦θ＜ 90゜
24.2

  10.60～10.68GHz)
 　90゜≦θ＜110゜
82.7－0.65θ


  110゜≦θ
11.2

３　異なる周波数帯を共用する空中線の場合の正対方向以外への等価等方輻射電力の制限

使用周波数帯
空中線の放射角（θ°）
輻射電力の制限値（dBm）

Ａバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 80゜
83.1－23.6logθ

（3.456～3.600GHz）
　 80゜≦θ＜ 90゜
38.2


　 90゜≦θ＜120゜
76.9－0.43θ


  120゜≦θ
25.2

Ｂバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 80゜
79.7－21.8logθ

（5.850～5.925GHz）
 　80゜≦θ＜ 90゜
38.2


　 90゜≦θ＜120゜
76.9－0.43θ


  120゜≦θ
25.2

Ｃバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
81.2－23.9logθ

（6.425～6.570GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
37.2


　 90゜≦θ＜110゜
95.7－0.65θ


  110゜≦θ
24.2

Ｄバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
81.2－23.9logθ

（6.870～7.125GHz）
　 70゜≦θ＜ 90゜
37.2


　 90゜≦θ＜110゜
95.7－0.65θ


  110゜≦θ
24.2

Ｅバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
77.8－22.0logθ

（10.25～10.45GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
37.2


 　90゜≦θ＜110゜
91.2－0.6θ


  110゜≦θ
25.2

Ｆバンド(1)／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
77.8－22logθ

（10.55～10.60GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
37.2


 　90゜≦θ＜110゜
91.2－0.6θ


  110゜≦θ
25.2

Ｆバンド(2)／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
68.8－22logθ

（10.60～10.68GHz）
 　70゜≦θ＜ 90゜
28.2


 　90゜≦θ＜110゜
82.2－0.6θ


  110゜≦θ
16.2

Ｇバンド／異バンド
　　6゜≦θ＜ 70゜
83.4－23.4logθ

（12.95～13.25GHz）
　 70゜≦θ＜ 90゜
40.2


　 90゜≦θ＜110゜
94.2－0.6θ


  110゜≦θ　
28.2

　

別紙(3)-3

回線瞬断率規格の判定方法
　次の１及び２の条件を満足すること。
１　搬送波電力対熱雑音電力比
　(1)　Ａバンド、Ｂバンド、Ｃバンド及びＤバンドの場合

　　　　フェージング時の一区間の搬送波電力対熱雑音電力比Ｃ／Ｎｔｈiが、回線瞬断率規格を満足するための所要Ｃ／Ｎ比であるＣ／ＮｔｈOの値以上であること。
　　　　この場合においてＣ／ＮｔｈOは、符号誤り率が１×10ー４のときの雑音配分（別紙(3)-6）により求めるものとし、当該雑音配分のＣ／Ｎｔｈと同一の値とする。以下同じ。
　　　　フェージング時のＣ／Ｎｔｈiは、次式により求めるものとする。
　　　　Ｃ／Ｎｔｈi＝Ｐｒ－Ｐｒｎｉ－Ｆｍｒ
　　　　　Ｐｒ　　：平常時の受信入力（dBm）。以下同じ。
　　　　　　Ｐｒ＝Ｐｔ－（Ｌｆｔ＋Ｌｆｒ）－（Ｌｃｃｔ＋Ｌｃｃｒ）＋（Ｇａｔ＋Ｇａｒ）－Ｌｐ
Ｐｔ
：送信出力（dBm）

Ｌｆｔ、Ｌｆｒ
：送信フィーダ損失（dB）、受信フィーダ損失（dB）

Ｌｃｃｔ、Ｌｃｃｒ
：送信共用回路損失（dB）、受信共用回路損失（dB）

Ｇａｔ、Ｇａｒ
：送信アンテナ利得（dB）、受信アンテナ利得（dB）

Ｌｐ
：自由空間伝搬損失（dB）　以下同じ。

　　　　　　　　Ｌｐ＝20log（4000・π・ｄ／λ）
ｄ：実伝送距離（km）　以下同じ。

λ：波長

　　　　　　　　λ＝ｃ／ｆ　（m）

ｃ：電波の速度（３×10８（m/s））
ｆ：周波数（Hz）

Ａバンド
： 3.5×10９　

Ｂバンド
： 5.9×10９　

Ｃバンド
： 6.5×10９　

Ｄバンド
： 7.0×10９　

Ｅバンド、Ｆバンド
：10.5×10９　

Ｇバンド
：13.1×10９　

　　　　　Ｐｒｎｉ　：受信機の熱雑音電力（dBm）。以下同じ。
　　　　　　Ｐｒｎｉ＝10ｌｏｇＢ＋Ｆ－144
　　　　　　　Ｂ　　：受信機の等価雑音帯域幅（kHz）
　　　　　　　Ｆ　　：受信機の雑音指数（dB）
　　　　　Ｆｍｒ　：回線瞬断率規格を満足するための所要フェージングマージン（dB）

別紙(3)-4の１により求める。
　(2)　Ｅバンド、Ｆバンド及びＧバンドの場合

　　　　降雨時の一区間の搬送波電力対熱雑音電力比Ｃ／Ｎｔｈiが、回線瞬断率規格を満足するための所要Ｃ／Ｎ比であるＣ／ＮOの値以上であること。
　　　　降雨時のＣ／Ｎｔｈiは、次式により求めるものとする。
　　　　Ｃ／Ｎｔｈi＝Ｐｒ－Ｐｒｎｉ－Ｚｒ
　　　　　Ｚｒ　：回線瞬断率規格を満足するための所要降雨マージン（dB）
　　　　　　　　別紙(3)-4の２により求める。
２　混信保護等
下表に掲げる混信保護の許容値（１波当たりの干渉波電力又は全干渉波電力の総和に対する値のいずれか）を満足すること。


混信保護の許容値（dB）

被干渉波
アナログ方式
デジタル方式

１波当たりの干渉波電力に対する値
60
30

全干渉波電力の総和に対する値
55
25

　　　　全干渉波の総和に対するＣ／Ｉは、次式により求める。
                        　　　　 n
　　　　　　　Ｃ／Ｉ＝－10ｌｏｇ∑10－Ｃ／Ｉｉ／１０
　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ＝１
　　　　ここで、

ｎ　　　：妨害波の数

Ｃ／Ｉｉ：ｉ番目の干渉波による搬送波電力対干渉波受信電力比（dB）

　Ｃ／Ｉｉ＝Ｄ／Ｕｉ＋ＩＲＦｉ

Ｄ／Ｕｉ：ｉ番目の妨害波による希望波受信電力対妨害波受信電力比（dB）

ＩＲＦｉ：希望波とｉ番目の妨害波間の干渉軽減係数（dB）。別紙(3)-5による。

　　（注１）　アナログ方式においては、復調後の信号電力対妨害波による雑音電力比（Ｓ／Ｉ）、デジタル方式については搬送波電力対妨害波電力比（Ｃ／Ｉ）の値であり、被干渉、与干渉とも表中の値を超えないこと。
　　　　　　　ここで、

　　　　　　　Ｓ／Ｉ＝Ｄ／Ｕ＋ＩＲＦ
　　　　　　　Ｃ／Ｉ＝Ｄ／Ｕ＋ＩＲＦ

とする。
　　　　　　　Ｄ／Ｕ：希望波受信電力対妨害波受信電力比（dB）
　　　　　　　ＩＲＦ：干渉軽減係数（dB）。別紙(3)-5による。
　　（注２）　被干渉局の伝送方式がアナログ方式の場合にあっては、当該被干渉局における１波当たりの干渉波の受信電力がスケルチレベルから３（dB）を減じた値以下であること。

別紙(3)-4　所要フェージングマージン、所要降雨マージンの算出方法
１　所要フェージングマージンの算出

　目標瞬断率規格を満足するための所要フェージングマージンＦmrは、次式により求める。

                  ｋ・ＰＲ
　Ｆmr＝　10log

                 Ｐｉｓ・Ａ

　ただし、Ｆmr＜５dBの場合は、Ｆmr＝５dBとする。

　ｋ：年変動による増加係数で２とする。

　ＰＲ：レーレーフェージング発生確率

　Ｐｉｓ：回線瞬断率規格で５×10－５とする。

　Ａ：スペースダイバーシチ方式による改善率。単一受信時は１とする。

　

　　ＰＲは次式により求める。

　　　ＰＲ＝（ｆ／４）１．２・ｄ３．５・Ｑ

　　　　ｆ：周波数(GHz)

Ａバンド
： 3.5

Ｂバンド
： 5.9

Ｃバンド
： 6.5

Ｄバンド
： 7.0

Ｅバンド、Ｆバンド
：10.5

Ｇバンド
：13.1

　　　　ｄ：伝搬路長(km)

　　　　Ｑ：伝搬路の状態によって決まる係数（次表）

分類
伝搬路
平均伝搬路高ｈ(m)
伝搬路係数　Ｑ

山岳
山岳地帯が大部分を占めている場合
－
2.1×10-９

平野
１　平野が大部分を占めている場合

２　山岳地帯であるが、湾や入江があって海岸（水際より10km程度までを含む。）あるいは海上が含まれる場合
ｈ≧100
5.1×10-９



ｈ＜100
2.35×10-８×(1/h)１/３

海
１　海上

２　海岸（水際より10km程度までを含む。）で平野
ｈ≧100
3.7×10-７×(1/ｈ)１/２



ｈ＜100
3.7×10-６／ｈ

　　表中の平均伝搬路高(ｈ)は、次式により求める。
　　ｈ＝（ｈ１＋ｈ２）／２－ｈｍ
　　　ｈ１、ｈ２：両局の空中線の海抜高（m）
　　　ｈｍ　　　：平均地表高（m）ただし、伝搬路が海上の場合には０とする。
　また、反射がある場合で、実効反射減衰量（Ｄ／Ｕr）が、Ｄ／Ｕr≦20dBのときは、ＰＲの代わりに別紙１別図第49号に示す等価レーレーフェージング発生確率ＰＲｅを用いる。

　Ｄ／Ｕr（実効反射減衰量（dB））は、下表に示す反射減衰量に送受アンテナの指向減衰量及び反射リッジ損失を加えた値とする。ただし、リッジ損失が６dB以上の場合は、反射波がないものとし、Ｄ／Ｕr＝∞とする。

反射減衰量

反射点
水面
水田
畑、乾田
都市、森林、山岳

反射減衰量
０dB
２dB
６dB
14dB

　　ＳＤによる改善（Ａ）は、スペース相関関数（ρ）及びフェージングマージン
　（＝Ｐｒ－Ｐｒｎｉ－Ｃ／Ｎｔｈｏ）から、別図第46号により求めるものとする。
　　この場合において、ＳＤアンテナ空間相関係数ρは、次式により求める。
　　ρ＝exp｛－0.0021・△ｈ・ｆ・〔0.4ｄ＋γ２・ｓ２・10４／（１＋γ２）２〕１/２｝
　　　ただし、ρ＜0.5の場合には、ρ＝0.5とする。
　　　　△ｈ：アンテナ間隔（m）
　　　　ｆ　：周波数（GHz）
　　　　ｄ　：伝搬路長（１区間距離）（km）
　　　　ｓ　：直接波と反射波の路程差（m）
　　　　γ　：実効反射係数
　　　　　　　γは、次式により求める。
　　　　　　　　 ー　Ｄ／Ｕｒ
　　　　　　γ＝10　 ２０
２　所要降雨マージンの算出

　10GHzを超える場合は、以下のとおりとする。

　降雨減衰量の分布のｐ％値Ｚｒ（年間回線不稼動率ｐ％に対応した所要降雨マージン）は次式により求めるものとする。

　また、既知の降雨マージンＺｒに対応した年間回線不稼動率については、同式の逆関数により算出するものとする。

　　Ｚｒ＝（γ・Ｒ０．００７５％ｎ）・ｄ・Ｔｐ・Ｋｐ・Ｃｐ　（dB）

ここで、

Ｒ０．００７５％　　　：各地点における１分間雨量累積分布の0.0075％値　（mm／min）

γ、ｎ　　　　　：降雨減衰係数（γ・Ｒ０．００７５％ｎ）を求めるパラメータ

γ＝－170.3971＋584.2627ｔ－742.788ｔ２＋412.6263ｔ３－82.0161ｔ４
ｎ＝12.47145－31.28249ｔ＋32.49227ｔ２－14.97753ｔ３＋2.542102ｔ４
ｔ＝log f

f：中心周波数　（GHz）

ｄ：伝搬路の実距離　（km）

Ｔｐ：ガンマ分布のｐ％値を0.0075％値で正規化した値

Ｔｐ＝7.102406×10－３－3.8465364×10－１ｓ＋4.5883133×10－２ｓ２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋3.2882329×10－３ｓ３
ｓ＝log ｐ（0.00001％≦ｐ≦0.1％）

ｐ：当該区間の年間回線不稼動率　（％）

Ｋｐ：瞬間的にみた雨量が伝搬路上で一様でないための補正係数

Ｋｐ＝exp(－ａ・ｄｂ)　　　　　　　　(0km≦d≦30km，0.001％≦ｐ≦0.1％)

ａ＝3.54789×10－２×100.280409/log p　　(0km≦d≦15km)

　＝4.92856×10－２×100.315439/log p　　(15km≦d≦30km)

ｂ＝0.93974－3.1846×10－２log p　 (0km≦d≦15km)

　＝0.81364－6.2562×10－２log p　 (15km≦d≦30km)

Ｃｐ：計算値の分布と実際の分布が一致しないための補正係数

Ｃｐ＝exp(－β・ｄ)　　　　　　　  　(0km≦d≦30km，0.00001％≦ｐ≦0.1％)

β＝－0.0126－7.8632×10－３ｓ　　　　　       　(0.00001％≦ｐ≦0.001％)

　＝－4.245×10－３－8.74×10－４ｓ＋1.3884×10－３ｓ２  (0.001％≦ｐ≦0.1％)

ｓ＝log p　　　　　　　　　　　　　　　           (0.00001％≦ｐ≦0.1％)

別紙(3)-5　干渉軽減係数（ＩＲＦ）
　干渉軽減係数（ＩＲＦ）は、下表に示すとおりとする。

         表１　Ａバンドを使用した時のアナログ方式のＩＲＦ

　希　望　波
 アナログ方式（周波数偏移7MHzｐ－ｐ）



 信 号 種 類
 映 像 信 号
音声サブキャリア２
  音声サブキャリア３





 　　（7.5MHz）
 　　 （8.5MHz）



 干渉波
 デジタル方式（クロック周波数14MHz）



周
  0MHz
      6dB
 　　  24dB
 　　　15dB



波
 18MHz


 　　40dB
　　 　40dB
 　　　28dB



数
 36MHz
　 　58dB
　　 　65dB
 　　　60dB



差
 36MHz以上
　　 58dB
　　 　65dB
 　　　60dB


         表２　Ａバンド以外を使用した時のアナログ方式のＩＲＦ

　希　望　波
 アナログ方式（周波数偏移10MHzｐ－ｐ）



 信 号 種 類
 映 像 信 号
音声サブキャリア２
  音声サブキャリア３





   （7.5MHz）
    （8.5MHz）



 干渉波
 デジタル方式（クロック周波数14MHz）



周
  0MHz
      8dB
 　　 30dB
 　　　15dB



波
 18MHz
　　 42dB
　　　45dB
 　　　28dB



数
 36MHz
　　 60dB
　　　70dB
 　　　60dB



差
 36MHz以上
　　 60dB
　　　70dB
 　　　60dB


         表３　デジタル方式のＩＲＦ

  希望波
デジタル方式（クロック周波数14MHz）



  干渉波
  アナログ方式
　アナログ方式
  デジタル方式




（Ａﾊﾞﾝﾄﾞ
  （Ａﾊﾞﾝﾄﾞ以外
  ｸﾛｯｸ周波数 14MHz




  7MHzｐ－ｐ）
    10MHzｐ－ｐ）




周
  0MHz
      0dB
 　　   0dB
 　　　  0dB



波
 18MHz
　　 34dB
　　　 32dB
 　　　 30dB



数
 36MHz
　　 45dB
　　　 45dB
 　　　 42dB



差
 36MHz以上
　　 45dB
　　　 45dB
 　　　 42dB


別紙(3)-6　雑音配分
　符号誤り率（ＢＥＲ）が１×10ー４の場合の雑音配分は、以下に示すとおりである。
　理論Ｃ／Ｎ　　所要C/N(C/NO)

　　18.0　　　　　　22.0　　　　　　定常雑音　(Ｃ／Ｎｃｏｎｓｔ)　　39.0dB

　(BER=1×10-4)　　　　　　　　　　　熱雑音　　(Ｃ／Ｎｔｈ)　　　　25.2dB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　干渉雑音　(Ｃ／Ｎｉ)　　　　25.0dB

　　　　　　固定劣化 4dB

